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1. はじめに 

 スマートフォンの普及に伴い，クックパッド[5]や E・レ

シピ[6]などの様々な料理レシピサイトの利用者が増加し

ている．クックパッドにはレシピだけでなく，複数のレシ

ピからなる献立もユーザによって投稿されている．クック

パッドに投稿されている献立には使用するレシピだけでな

く目安の調理時間も記載されており，ユーザはおおよその

完成時間を知ることができる．しかしながら，献立が記載

されているその他のレシピサイトでは，レシピ単体の調理

時間がかかれているものの，献立としての調理時間が記載

されていないものは少なくない．「煮物を作っている間に

野菜を切る」など平行調理をすることができれば，レシピ

１つ１つの調理時間の和より献立調理時間のほうが短いで

あろうことが考えられる． 

そこで本研究では，ユーザ投稿型であるクックパッドの

献立およびレシピから得られる食材や動作の情報から，ニ

ューラルネットワークによる献立調理時間の推定を試みた． 

 

2. 関連研究 

料理レシピを構成する様々な情報に着目し，その情報を

用いて料理の難易度や時間などを推定する研究は多くある． 

 岩本らは家庭料理技能検定に基づいて調理動作の難易度

を割り当て，調理動作数との組み合わせから難易度スコア

計算を行いユーザに提示するシステムを提案した[1]． ま

た野田らは調理動作に対し，付随して用いられる調理道具

別に難易度を付与することを試みた[2]．矢嶋らは「かん

たんに調理できる」という視点でレシピを分析し，ユーザ

の状況に考慮したかんたんなレシピを推薦する手法を提案

した[3]． 

 調理時間予測に関連した研究として，阿部らは E・レシ

ピ内の項目が主菜のレシピから得られる食材や動作などの

様々な情報から複数の種類の素性を作り，SVM や RF を用

いて調理時間の予測を試みた[4]． 

3. 提案手法 

 料理レシピには使用する食材や調理工程などの情報が必

ず記載されている．そこで，食材と調理工程内にある動作

（動詞）を素性とし，回帰問題として四層ニューラルネッ

トワークによる教師あり学習を行う．  

 食材と調理工程内にある動作（動詞）の献立調理時間に

おける関連性を調査するために，二つのモデルを作成する．

一方のモデル１は食材と動作のデータを第１層から第４層

まで全結合している．もう一方のモデル２は第３層まで食

材と動作を別々のニューラルネットワークに通し，出力層

である第４層で二つのデータを結合させる． 

 

4. 実験 

 国立情報学研究所が，情報学研究データリポジトリにお

いて公開している「クックパッドデータセット」を用いて

実験を行った． 

 クックパッドデータセットの献立データは 35928 件あり，

献立の調理時間は 20 分，30 分，40 分，50 分，60 分，90

分，120 分の 7 種類存在する．今回はトレーニングデータ

とテストデータの割合を５:１になるように分割した．した

がってトレーニングデータとテストデータの件数はそれぞ

れ 29940 件，5988 件である．また，それぞれの調理時間

の件数はテストデータ内で 20分のものが 1095 件，30 分の

ものが1368件，40分のものが1292件，50分のものが742

件，60 分のものが 872 件，90 分のものが 411 件，120 分

のものが208件であった．トレーニングデータ内では20分

のものが 5523 件，30 分のものが 6740 件，40 分のものが

6586 件，50 分のものが 3808 件，60 分のものが 4440 件，

90 分のものが 1847 件，120 分のものが 996 件であった． 

 クックパッドはユーザ投稿型のレシピサイトであるため，

表記ゆれが多く見受けられた．そのため食材データに関し

て接頭語の「お」を無くす，ひらがな表記と漢字表記を統

一するなどを行った．  

 また，献立に含まれるそれぞれのレシピの手順内に記載

されている動詞を形態素解析器MeCabによって抽出した．

更に，献立に含まれるそれぞれのレシピの食材を抽出した．

この２つの抽出したデータに関して，出現数上位 300 件の 
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動詞と 1000 件の食材の献立内レシピでの出現回数を入力

とした． 

 もともとの７分類に再度正しく振り分けることができる

かを検証するため，ニューラルネットワークからの出力値

である 𝑦𝑘  によって７つに分類し，もともとの分類結果と

一致するか検証した．更に出力値と教師値に対して３分類

を行い，これが一致するかも検証した．この分類の仕方を

表１に示す． 

 

5. 結果と考察 

 それぞれの結果を表２に示す．この結果からトレーニン

グデータの結果の改善に，テストデータの結果が伴ってい

ないことが分かる．また，モデル２の方はモデル１と比較

してトレーニングデータ及びテストデータの結果が芳しく

ないことが分かる． 

 モデル１およびモデル２に関して図１に７分類，図２に

３分類の各階級における適合率を示す．７分類におけるモ

デル 1 のトレーニングおよびテストデータの全体の適合率

はそれぞれ 94.8％と 65.1％であり，図３のモデル１の結果

から 20 分および 120 分の献立の調理時間は正しく推定し

やすいことが予想される．また，図４のモデル２の 60 分

超の結果が非常に良いが，これはもともと 60 分超と判断

されたデータ数が 10 件以下と少なく，再現率は２％以下

である． 

 以上の結果から３分割程度であれば 65％ほどの適合率が

得られるが，トレーニングデータとテストデータの結果に

大きな隔たりがあることから，今後の課題として入力デー

タの改善が考えられる．例として入力データの中には，

「エキストラバージンオリーブオイル」と「オリーブオイ

ル」が同一視されず，別々のものとして存在するなどの問

題があることから，入力における食材の「幅」を考えなけ

ればならないことが挙げられる． 

 

表１ 階級分類 

 
 

 

表２ 学習結果 

 
 

 
図１ ７分類の各階級の適合率 

 

 
図２ ３分類の各階級の適合率 
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出力値（yk）の範囲 ７分類 ３分類

yk ≦ 25 20

25 < yk ≦ 35 30

35 < yk ≦ 45 40

45 < yk ≦ 55 50

55 < yk ≦ 65 60

65 < yk ≦ 95 90

95 < yk 120

30分以下

60分以下

60分超

平均二乗誤差 ７分類適合率 ３分類適合率

モデル１　トレーニング 22 0.843 0.948

モデル１　テスト 365 0.303 0.651

モデル２　トレーニング 1246 0.473 0.666

モデル２　テスト 937 0.199 0.42
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